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　平成22（2010）年度は忘れられない2つの出来事があります。
　一つは、3月11日発生の東北・関東大地震と津波、そして地震に端を発した福島の原子力放射能
漏れ事故です。1000年に一度の未曾有の事故と言われる地震と津：波：により多くの尊い命と家屋等
が失われました。東京でも地震の影響は大きく大変でありましたが、映像に映し出される被災地の
惨状は筆舌に尽くし難（がた）いものがありました。「原発安全神話」も崩れるなどと、自然災害
の怖さを思い知らされました。深く悲しい出来事として忘れることができません。被災に遭われた
方々に心からのお悔みとお見舞いを申し上げるととともに、被災地の一日も早い復興を心から願う
ものです。当院では地震発生直後DMAT隊の出動と医師・看護師・事務職が一つのチーム（チー
ム東京医大）として医療支援活動を行いました。今後も、要請があれば看護部として被災地への支
援を惜しまず行っていきたいと思います。今後、関東圏内でM＆0以上の大地震発生の可能性が
80％とも指摘されていますので、皆様も災害への備えを十分行ってほしいと思います。
　二つ目は、看護職の役割拡大・将来に関することで、看護職から「理事職・副院長職」が誕生し
たこと、「看護大学設置」が決定し具体的に動き出したことです。看護職の未来への一筋の光であ
り嬉しい出来事です。しかし、経営に加わるということは、単に喜んでばかりもいられません。東
京医科大学病院の職員・組織にどのように貢献ができるかを常に考え行動することが求められます。
「広い視野に立ち」物事の判断をすることを肝に銘じたいと思います。看護大学についてもこれか
らが本当に大変です。優秀な学生を育てるには学校への臨床からの支援が不可欠です。精一杯支援
したいと思います。
　さて、臨床の看護師が仕事の傍らに看護研究をするということは本当に大変なことです。看護師
には“研究日”などという時間はありません、通常の勤務を行いながら自分の時間をやりくりして
研究を続けます。このように恵まれない環境の中にありながらも“31回”もの看護研究会を継続
開催できたことは、看護職の真摯な学びの姿勢・熱意・努力があったからこそ成し得たものとお思
います。また、神奈川県立保健福祉大学の水戸優子先生、当院の卒直臨床研修センターの阿部幸恵
先生の的確な助言・指導の賜物でもあります。改めてお二人に心からの感謝を申し上げさせていた
だきます。さらに、企画・運営に中心的な役割を果たした看護部教育委員会の皆様のご努力にもお
礼を申し上げます。
　今後も、あとに続く若い看護師の学びの場として、看護職の質を高めるための場として、より発
展的な質の高い看護研究が行われることを期待します。
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